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団体ボランティア/BMみやのじょう＆ちくりん生活音楽隊のみなさん
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令和７年度さつま町社会福祉協議会事業計画

①法人運営の充実・強化

〇理事会・評議員会の開催　　　　　　　　　　〇さつま町社会福祉法人連絡会の開催
〇広報活動の充実（広報誌及びホームページ）　〇職員研修の開催
〇心配ごと相談事業（毎週木曜日）　　　　　　〇無料法律相談の開催（第３木曜日/予約制）
〇宮之城ひまわり館の管理運営　　　　　　　　〇老人福祉センター「いぬまき荘」の管理運営

②地域福祉活動の推進

〇生活支援体制整備事業　　　　　　　　　　　　〇地域見守りネットワーク支援事業
〇ライフサポートアドバイザー事業（見守り活動）
〇支え合いネットワーク互助事業　　　　　　　　〇生活福祉資金貸付事業
〇法外援護資金貸付事業　　　　　　　　　　　　〇共同募金配分事業

③高齢者福祉活動の推進

〇高齢者ふれあい・いきいきサロン事業　　　　　〇福祉給食サービス事業

④障がい者（児）福祉活動の推進

〇障がい者基幹相談支援センター・特定相談支援事業　〇障害者訪問介護事業
〇障害者訪問入浴サービス事業　　　　　　　　　　　〇移動支援事業

⑤児童福祉・母子寡婦福祉活動の推進

〇母子寡婦福祉会への活動支援
〇さつま町社会福祉法人連絡会における児童等へのレスキュー事業推進

⑥ボランティア活動の推進

〇ボランティアセンター機能の充実　　　　　　〇ボランティア個人・団体の支援及び育成
〇ボランティア連絡会の開催　　　　　　　　　〇ボランティア協力校・協力園の指定・支援
〇ボランティア養成講座の開催　　　　　　　　〇福祉ボランティア体験学習の開催
〇災害ボランティアセンターの設置・運営

⑦介護保険事業の推進

〇訪問介護サービス事業　　　　　　　　　　　〇訪問入浴介護サービス事業

⑧権利擁護事業の推進

〇権利擁護センター　　　　　　　　　　　　　〇福祉サービス利用支援事業
〇法人後見事業

⑨一般用旅客自動車運送事業の推進

〇福祉タクシー事業

■基本方針（抜粋）
　さつま町社会福祉協議会は、さつま町と合同で作成した第２次さつま町地域福祉計画並びにさつま町
地域福祉活動計画の基本理念である「つながろう人と人　共に支え合い　安心して暮らせる　ここちよ
いまちづくり」を念頭に事業を推進します。
　社会福祉協議会は、社会福祉法に「地域福祉の推進を図ることを目的とする団体」として明確に位置
付けられている団体であり、その責務を念頭に置き、地域に密着した地域福祉活動を推進します。
　また、新規事業として「障がい者基幹相談支援センター」を開設し、障がい者福祉の充実を図ってい
きます。
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令和7年度収支予算書
勘定科目 予算額（円）

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収入

会費収入 4,062,000
寄付金収入 2,500,000
経常経費補助金収入 34,000,000
受託金収入 154,274,000
貸付事業収入 1,300,000
事業収入 3,607,000
負担金収入 28,604,000
介護保険事業収入 29,649,000
障害福祉サービス等事業収入 6,418,000
受取利息配当金収入 6,000
その他の収入 1,134,000
①事業活動収入計 265,554,000

支出

人件費支出 186,220,000
事業費支出 33,902,000
事務費支出 40,681,000
貸付事業支出 1,301,000
共同募金配分金事業費 3,000,000
助成金支出 3,000,000
支払利息支出 15,000
②事業活動支出計 268,119,000

⑤事業活動資金収支差額（①-②） -2,565,000

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収入

積立資産取崩収入 2,710,000
事業区分間繰入金収入 0
サービス区分間繰入金収入 0
③その他の活動収入計 2,710,000

支出

積立資産支出 800,000
事業区分間繰入金支出 0
サービス区分間繰入金支出 0
その他の活動による支出 4,850,000
④その他の活動支出計 5,650,000

⑥その他の活動資金収支差額（③-④） -2,940,000
⑦予備費支出 1,000,000

⑧当期資金収支差額合計（⑤+⑥-⑦） -6,505,000
⑨前期未支払資金残高 10,281,000

当期末支払資金残高（⑨+⑧） 3,776,000

⑩地域包括支援センターの運営

〇地域包括ケアシステムの構築　　　　　　　　　　〇介護予防ケアマネジメント事業
〇総合相談事業　　　　　　　　　　　　　　　　　〇権利擁護事業
〇消費者被害の防止　　　　　　　　　　　　　　　〇高齢者虐待への対応
〇包括的・継続的ケアマネジメント支援事業　　　　〇認知症施策総合推進事業
〇認知症初期集中支援推進事業　等

⑪生活困窮者自立支援事業の推進

〇自立相談支援事業　　　　　　　　　　　　　　　〇就労準備支援事業
〇居住支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　〇家計改善支援事業
〇子どもの学習・生活支援事業

⑫その他

〇無料職業紹介所の運営　　　　　　　　　　　　　〇地区社会福祉協議会活動の支援
〇公民会、民児協、福祉関係団体との連携強化　　　〇地域福祉団体の育成・支援
〇共同募金委員会事業の推進　　　　　　　　　　　〇日本赤十字社鹿児島県支部さつま町分区
〇苦情解決に関する第三者委員会の開催　　　　　　〇飲料水自動販売機設置
〇車椅子の貸出し　　　　　　　　　　　　　　　　〇北薩地区社会福祉協議会連絡協議会　
〇町内学校総合的学習における福祉学習への協力
〇第21回町民大会の開催
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令和６年度地域づくり支え合いセミナー
～つながろう・支え合おう～

令和７年度赤十字会員運動へのご協力のお願い

　令和７年２月１日（土）宮之城ひまわり館にて、令和６年度地域づくり支え合いセミナーを開催し、
約100名のご参加をいただきました。
　第１部では、厚生労働省社会・援護局地域福祉課地域共生社会推進室/室長補佐：高

こうさか
坂　文

ふみひと
仁氏から

「基調講演～いま、住民主体の活動が地域にもたらす価値を考える～」をオンラインにて、ご講演いた
だきました。
　第２部では、天の杜合同会社代表：岡

おかやま
山　隆

りゅうじ
二氏をコーディネーターとしてお招きし、パネルデス

カッションにて、都農町社会福祉協議会（宮崎県）：山
やまもと
本　惇

じゅんき
希氏、NPO法人YOU＆ゆう（徳島県北

島町）：岡
おかだ
田　あかね氏、西町ささえあい隊（さつま町）：藤

ふじた
田　進

すすむ
氏の３名より、各地域の活動実践報

告をいただきました。
　ご参加いただいたみなさまにとっては、今後のさつま町における地域福祉活動及び地域づくりについ
て深く考えていただける機会になったと思っております。

　日本赤十字会費へのご協力をお願い致します。
　赤十字会費は、災害時の救援物資支援活動、献血事業、海外協力事業等、幅広い事業に役立てられます。
ご理解の上、ご協力をよろしくお願いします。

★毎年５月は 「赤十字月間」 ★

令和６年度　エコキャップ 収集実績

1,800キロ／￥10,780

　みなさまから、回収させていただいたエコキャップは、
リサイクル業者に買い取ってもらいます。

※上記、金額を「世界の子どもにワクチンを日本委員会」へ
寄付しました。

盈進小学校児童会環境委員会
のみなさん
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　～支え合いネットワーク互助事業とは？～
　ゴミ出しや買い物・掃除など、ちょっとした困りごとがある利用会員さん（登録制）を有償ボラ
ンティアという形で、登録される協力会員さん（ボランティア）が支援するという仕組みです。
　実際の支援に際しては、調整役として社会福祉協議会の職員が間に入り支援の開始や内容等につ
いて双方と話し合いを行い進めていきます。
※あくまで、ボランティア活動の範囲としての活動になるため、身体介助や家事援助、危険を伴う作業などにつき
ましては、介護保険サービス（ヘルパー）や他の民間サービスでの利用を提案させていただきます。

令和６年度支え合い協力員養成講座
　令和７年２月17日（月）鶴田中央公民館にて、令和６年度支え合い協力員養成講座を開催し、計18
名の方にご参加いただきました。
　さつま町社会福祉協議会の「支え合いネットワーク互助事業」（有償ボランティア）の説明を行った
後、障がい者支援施設／星空の里の施設長：有

ありま
馬　修

おさみ
美様より「傾聴とボランティアの心得」について

ご教授いただきました。
　グループワークを行いながら、相手から信頼や安心を得るためのコミュニケーションについて考え、
学ぶことができました。
　加えて、他者（利用者）が、困っているときや不安なときに、相手の言葉を反復する・待つなどの援
助的コミュニケーションについてわかりやすく、具体的にご説明いただきました。

■お問い合わせ先
　社会福祉法人さつま町社会福祉協議会　地域福祉係
　TEL：（0996）52-1123

※支援料金の集金や活動費のお支払い等
は、社会福祉協議会の職員が行います。

活動の流れ
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（一社）生命保険協会鹿児島県協会「福祉巡回車」贈呈式のようす（R7.1.14）

社会福祉事業功労賞受賞団体のご紹介
　令和７年３月22日（土）に開催された「第20回さつま町民大会」での町民表彰のうち、社会福
祉事業功労賞の表彰を受けられた団体を紹介します。

　団体ボランティア　BMみやのじょう　様
　ボランティア団体として、永年にわたり、各種イベントへ参加し合唱や踊り等の披露を行ってい
る。また、チャリティーコンサートも実施し、交通遺児等への寄付も行っており、この活動は、地
域住民の模範となっている。

受賞おめでとうございます。

　県社会福祉協議会を通じて、さつま町社会福祉協議
会と西之表市社会福祉協議会への贈呈がありました。
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村　

秀
子	

（
山
崎
）	

故　

芦
村　

勝
洋

池
之
野　

修	

（
広
瀬
）	

故　
池
之
野
眞
由
美

島
子　

眞
二	

（
求
名
）	

故　

島
子
マ
リ
子

石
塚　

好
光	

（
鶴
田
）	

故　

石
塚
ミ
チ
子

濱
島
ひ
ろ
み	
（
二
渡
）	

故　

今
村
ヤ
ス
コ

上
別
府
克
朗	
（
永
野
）	

故　

上
別
府
ミ
チ

串
下　

夫	
（
神
子
）	

故　

串
下　

澄
子

川

ム
ツ
子	

（
西
新
町
）	

故　

川
　

光
子

川
津　

充
弘	

（
田
原
）	
故　

川
津
ミ
チ
エ

森
囿　

隆
志	

（
船
木
）	
故　

森
囿
ツ
ル
エ

米
良　
　

隆	

（
鹿
児
島
市
）	
故　

米
良　

一
子

宮
囿　

省
吾	

（
宮
之
城
屋
地
）	

故　

宮
囿
マ
ス
子

安
部
美
由
紀	

（
湯
田
）	

故　

市
来
ノ
キ
エ

久
松　

光
子	

（
永
野
）	

故　

久
松　

赶
秀

有
馬　

裕
子	

（
山
崎
）	

故　

松
下　

一
麿

徳
留　

雅
美	

（
虎
居
）	

故　

徳
留　

修
三

宮
之
脇
清
子	

（
広
瀬
）	

故　

宮
之
脇　

悟

木
下　

政
代	

（
求
名
）	

故　

木
下　

裕
美

高
橋
美
恵
子	

（
兵
庫
県
）	

故　

中
囿　

耕
策

假
屋　

澄
子	

（
広
瀬
）	

故　

假
屋　

稔
敎

綾
園　

光
郎	

（
柏
原
）	

故　

綾
園
ミ
ヤ
子

蒲
牟
田
エ
ミ
子	

（
宮
之
城
屋
地
）	

故　

蒲
牟
田　

力

岸
良
奈
利
子	

（
平
川
）	

故　

岸
良　

和
雄

下
土
橋
正
子	

（
求
名
）	

故　

土
持　

育
子

山
崎　

文
久	

（
広
瀬
）	

故　

山
崎　

ヱ
ミ

匿
名
希
望
８
件

寄
付
者
名
《
敬
称
略
》

個
人　

吉
川　

信
博

　

さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
以
下

の
災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

〇
令
和
７
年
大
船
渡
市
赤
﨑
町
林
野
火
災
義
援
金

〇
令
和
６
年
度
９
月
能
登
大
雨
災
害
義
援
金

〇
令
和
６
年
度
能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金

〇
中
東
人
道
危
機
救
援
金

〇
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
南
部
避
難
民
救
援
金

〇
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金

皆
様
の
善
意
に

　
　
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

寄
付
者
名
（
住
所
）
故
人
《
敬
称
略
》

（
町
内
は
大
字
、
町
外
は
住
所
地
）

　
香
典
返
し
寄
付�
77
件

64
万
５
千
円

令和６年度　災害義援金受付金額

総額　567,479円

篤
志
寄
付　
２ 

件
（
う
ち
物
品
寄
贈
１
件
：
匿
名
）

災
害
義
援
金
受
付
（
Ｒ
７
年
３
月
末
現
在
）

多くのご支援をありがとうございました。

【車いすの貸出について】
　さつま町社会福祉協議会では、高齢者や障がいのある方が、
一時的に外出及び外泊される際に車いすが必要な場合、おおむ
ね１ヵ月間を目安に無料で貸し出しを行っております。
　お気軽にご相談ください。

さつま町社会福祉協議会
☎（0996）52-1123



この広報誌の発行には赤い羽根共同募金が使われています。

令和７年４月発行 （8）

社会福祉法人　さつま町社会福祉協議会

【心配ごと相談】

　　　※予約は必要ありません。

相談員：さつまくらし・しごと
　　　　サポートセンター職員

場　所：宮之城ひまわり館　相談室

日　時：毎週木曜日
　　　　午前１０時００分～１２時００分

【無料法律相談】
　　※事前に予約が必要です。
　　　☎：（０９９６）５２−１１２３

相談員：弁護士
場　所：宮之城ひまわり館　相談室
日　時：毎月　第３木曜日（原則）
　午後１時３０分　～　午後４時３０分
※１件が30分程度のご相談になります。

さつま町社協HP
・事務局（宮之城ひわまり館）	 ☎（0996）52-1123　FAX（0996）52-1148
・福祉給食センター	 ☎（0996）52-1191
・訪問介護事業所、訪問入浴介護事業所	 ☎（0996）21-3603　FAX（0996）52-0448
・障害者訪問介護事業所、障害者訪問入浴事業所	 ☎（0996）21-3603　FAX（0996）52-0448
・障害者相談支援センター	 ☎（0996）52-1123
・権利擁護センター	 ☎（0996）52-1865
・さつまくらし・しごとサポートセンター	 ☎（0996）52-2443
・地域包括支援センター	 ☎（0996）52-4690
・老人福祉センターいぬまき荘	 ☎（0996）55-9055

社会福祉
法　　人

さつま町社会福祉協議会
さつま町ボランティアセンター

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
道
具
の
貸
出

　

さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢
者

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
等
で
活
用
で
き

る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
道
具
の
貸
し
出
し
（
無

料
）
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

団体ボランティア「BMみやのじょう」のご紹介
☆
コ
メ
ン
ト
☆

　
私
達
は
、
こ
れ
ま
で
結
成
当
時
か

ら
、
保
育
園
、
福
祉
施
設
、
高
齢
者

サ
ロ
ン
等
の
様
々
な
場
所
で
、
人
々

と
歌
を
通
し
て
触
れ
合
っ
て
き
ま
し

た
。

　
最
近
で
は
、
町
内
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
が
届

く
よ
う
に
、
明
る
く
・
華
や
か
な
ス

テ
ー
ジ
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。


